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原子はとても小さいので、
どれかを基準として「質量の比」として
表すようにします。

炭素を基準とすると、
産業界では「都合がいい」のです。



「１２」とすると、
構造を表すにも都合がよく、
の数＋中性子の数

便利です。
実際、原子の構造を研究してきた学者は
この考え方で実験をすることで解明して
きました。

炭素＝１２を基準とすると、
各原子の原子量はほぼ整数で表せます。
便利ですね。

ただ、戦後の研究で計測機器の精度が
向上してきたこともあって各元素に「同素体」
が存在し、場所によって少しずつ組成が
異なることが分かってきました。

高校の学習では原子量は概数で覚えて
しまいましょう。







やみくもに金塊を求めて掘り探さなくても
とても精密な原子量の測定をすることで
どこを掘るといいのか、が見えてくる


